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 僕には二歳離れた弟がいます。弟は喋れません。気に食わないことがあると手を噛んで暴

れます。その時は誰も止められません。僕もよく噛まれます。家は常に弟を中心に回ってい

ます。僕はそれがすごく嫌な時もあります。外で暴れた時は、周りの目が気になってしょう

がないです。憎らしくてたまらない弟ですが、ぼくが、ご飯を食べているときに急に絵を見

せてきたので、「これすごいじゃん」とほめると、めちゃめちゃかわいい顔をしてきて、僕

の心がキュンとなります。ぼくがかき氷を食べている時にそばに来て無言の圧力をかけて

かき氷を欲します。あげるとうれしそうに持って食てる姿が愛おしいです。言わされている

と分かってるものの、すごくうれしくなっています。そのあと「にーに。ありがと！」と言

ってきます。僕はこれをツンデレというものかと思います。弟と暮らしていると大変な事の

が多いですが、ふとした時のかわいさにやられてしまいます。そんな弟がぼくの宝ものです。

弟がいなかったらなと思う時もあります。でも弟がいない栗本家は栗本家ではありません。

弟がいてこその栗本家なんだと思います。ぼくはこれからも大事な家族という宝ものを守

っていきます。 


